
湾村さんぢ0 Vot.6

おくあくVA換虎0巻
'■

諄 ″  (す
´

¬

敷きつめ堆肥で、草取り知らず

HONDA耕運機サラダで堆肥漉き込み ジャガイモ収穫で、思わずにつこり

特
集

1野菜が病気 にな らな しヽ法

2病気 にな らな しヽ止づくり

3畳方式家庭菜園

野菜別 ・植 えつけ表

4苗の植 え方

5種の幾～裏面 ミニ辞 典

6質闘 ヨーサー

◇車取 り知 らずの数 きつめ堆Л巴

ができるまで

巻末 種 まきカ レンダー

監惨/河村竜夫 イラスト・丈字/考杉佐子 製作/FOREX森産業株式会社



野菜が病気 にな らな じヽ法

トマト
村 り

諄逐兆

こく′3、

ヌ病義
字4与よ

ろ

とも

ゃ がt嵐

丁

し̀
lど諫

尻術茄 跡翡・奇
丈根

ナス

(

移
鶴

戸

下の茸つヽら明朝栂鰺め、や歳をゝ本に。

3必櫛蒔,ム嘲洋明経し、手埠うで
｀
象毛棄(ゝ 災aと達冷

i竿甲唸めましに。あ▲白ちろ0窮宗争、考ながみ赫芦泌之
=

お〔れ野採ほ、子はめ塚tt孝が'坪ヮてく4蕉、弯鞘oめロオぞtk,

ての―芳だ【`ヴ呈た五去ボろう」とち多,萌殺物の油
｀
籍4

秀釆ると,々ち惑ち兆孔tミ毎孝
‐隼〔烏拶掃ら幹、とと負。

聯
ギ

1

主な野菜の名え



熟免にな工↑轄よも !ヽといく予卜方

予1方1漁免にならなぃ士k0
微均ば経 歯を

稗え、野諄稗

素盈分ら千る。

次のへ°一ヴだ
｀
、くわしく.勢非う、コに9

予訪2垂嘉義さT、 奪待ぉ午奪ろ。

が 奉十日 碧番I千 ぬ,〒1

1:手日   2年B   3キ巳   等 巴嗚ヽィム鞣・機 鶴h

マメ

｀
キク織

的諜乃、メ0玖スイカ

積互ガヤ■ボウ、イ労↓み
すスミピーマン.ドカ彬シ
ヵ 的、トマト、朔 予ぃ
ニンブン1りり、′ヽ

°こ卜、

弟翻系レヴス=うれ。こ為す

Jテ住濁電などの珈藤審閉ぜ

儀 造 詢 蕉徳 サ効の文“りな正す)

ё籍孜生キれ4増
ｐ
。
　

．

９
ぜ

Q   ′

0.  
鬱

コ`
。か

鴇
・

同じ秘は、3輩.絲あtする。

鞠 子する9募与、Rじ場拍
‐
ti、 同じ覆鞍

騨 )の野鶏絶湯を鈴あ

瑳ぅが
'負

2と熟墓改も増える。
(多ヒカの子盛下D邁蓼竿予メ阜多Ⅲ

謝

ザ

2
同げ汁仁周鰐キ耳が

｀
経誘l権

“
!



れ ▼

堆肥や女機肥料で出来る

病気 にな らな じヽ上 づ く り

野菜編ノ ∂O①ノ 亀
串

濡
もと ゴ`え

ア
イ

工 __ み たす時に「え l巴 」。
鯉 マ     唸

「
つポ̀〕 爾き込む。

込t負

＼
と〔ま?(Bjとョ砲民セ:す           持こと 茅女ュく

(油都あのスコ、ンずらくらく起tⅢ 有税 R叫半
フ
° tべら我く

}ヽ

なら茸よう(ミ

芝警じる。

生象簾時
モ碑え

Ψ

ごτ午いて
土t各げて

tフ

'ろ

寿 ″
°

とをと_
1『てて、、る,BRtよ .

lヵ 月r=4口 tュよ鞠歳睡母毛
.1お

まく。
rこ

:鶴

「 ユ
脚ル
ひ

加
迄
“

万
J

R
●

強

つ

つ

碇咲が鋳t角萌勤

い

一1考1

など
守

第なる多静辛!写は、

きャう

ti



又ラ彰フ
°

3. 剪違が得0「み痛毯J。

地 マ有検狩均t絶 爾ご込も―。

庭ホ・締癖 編 襲撃
。堆月こ、宿華上々 数、|て 、表土宅スくと七子く。

毎与ヽ̀打ュ峯Ⅲ…//

L

，

ｈ
ｉ

●強塾簑逸巴料竜尋2曇 tよど寛riゐ札滋」駐鶴五
e´

フ
,ダ ン亨一ぐ0な f父、4～ 2夕 珂とこ4及 。(とわヾr)、彬、|=め Ct〕

みたのV災くもの、笑fどうとする■娑:tとは、
(1娘tん)の い わ＼( さん 」

r O
0

紳 ユ次いうの鞭園堆肥がの
゛

′
こ
ヽ

方も
Ｆ

竜
い
″舅一″

巽現巴ぐ窮絲 上とこ珠装分と、窮佳物の二すとなと、土中の

独鋳狗ドじた誂靖光て、種駒缶礁五岱らキ4学育じ

ケ佐潟乙φ躍 釣 燃 渋 本ぜいri潟研等I主■ に芸カ

きよ育。鋭静勃通劫わ＼らう千られな方織温巴寝草,肥料ぬ

響藉劉嬢、力呼ば敬群爺η体み狭舞奉々併渤ほ
一―-4-―一

古

鶏善X拡幸執のみう、メ1っ後阜、コツ稔ターの主なょ主t_―表るもの

(→告丹巴子1方霧1="智iが 分`分ろのゼ
｀
、この時裏nに育苺とし疲

'、

)欲舒≫ゴ父ン澱tこ う

藻勢も浜きテ晟4ら、
「 島すょ J

娘裁～冬⇔曽、
翌ラ項わ売のご功に



AAみ !:】

,|〔 :I:'1

通 笑の め

ベ ジタ ブル ガ ー デ ン

家庭菜 園

t3ヽ0

失田の区負ち竜 90f〕ktこして、三邑▼掛幅460触値爾ちと、

畑
?

通路
筒 銑

駅

詈ごとti科目笏lすすみと

諄命>竿狛 ゎヾ孝υ

幸万又rlが雫

寡稽が黎

ぐ碗 がとる。

美とく、

ゞ

t 弾

j_



く
ヽ
′
崎
ノ

くりヽ（
　
ヽのヒ 七ヽ

野吻災
′
l振口らすあ

ギ

教きっぁ堆櫂
ノ

(

宅力打て

④称生たづ`らぃ 誦のBも

泳つヽら〆
か
ヽ
と、

ゝ ヽ

ヽ ｀ も

も ｀

②上が扶く今}④貌蜂しづらぃ。

河村式 !省力
● 型 堅

守

下
象きっぁす佐R巴 J毛 疫た2～3mげこ、数苺っめる。

生えてぃろ″年fよ 、駒 欠りしく力`ら.救し、モ下ざしヽ6)

姉 鹿 t通路 I

(幸の

虫閣

次〔二斑第艶ω拳tミ

禁 込だ』
｀
くり

重路卓適

ヽ
|

々う,

てのこまF避

ンが
＼
ン―ス

6-



畳十枚分て
｀
、こオ(^けれらオヒる!

莱翔 は 駆
t氣 水`孝小蘇
おし辛、バηチョイ.1本柔

3

じ どの 魚

棒などよすげ竜ラ|き

【、4絣

魯らヽ1こ1島して、冷
ト

み
なぜ

180"と

Pa解るよCTFじ じ
‐
まさ

力幹(/ょ`す、ttめ、うがらし、じマX戎ガ子
とうもろとし(2本湧 ).痛石よ2本む5〕、色葉

務 巧 45

烙0凱

ら

221

5

―
子
上
下
‐
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
▲
▼

１
１

一一

ｔ

ｔ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

●

ｉ

ｔ

ｉ

ｉ

ｔ

ｋ

ィ

―
，
ｉ与

！

′

ム

Ｔ

！
◆

，
１

‘

ｔ

ｉ

ｔ

４

1覆ぜ8林

～…●中◆^ |

|● 一 ‐◆ ● ●

――-7

li!::!!.

伽

様 離 え屯もとし1



日 ♭ダスナれ、件九ツ ね /
帝稔tt不級て、健静17株 4手11ユ 15不  4'万むゼ

・
60本

き

少夫

15 う0 ,0 30 ろ0 み0

180o礎 __一

5 45 j

30

ら

30

5
0■

的
弥

椴 人

ろ夢↓1こ 奪じよ争。徽 とと閉引tlて
.

約勢頗弱賜洋!→ 18本独荘

3～4-巧41こ 奪じ
・まき.

じたじ舟
'翻

JI[ヽて会ぺてて旅!

0 ヨ色

芥早発とこ慮゙ 41と 、

みr)

石

,0

匠コ衆筋、メロンRウけ、芳ホ〒ャ
ヽ

オ

ー

帝

か→
←

一――●一一一

_!__._|_手
1      1

十

一 ―
一

〕
―
=―

● ヽ

１

１

１

１

■

す

１

１

___↓―…―お_― -4___

―◆ 十 一●‐1-

心―

― 一
■

t    (

や一―一十

_一 ―う一

1

!

お―

‘
●
偽
誠
▼
Ｉ
Ь
乙
↓
う

，

●

０

●
●

●

０

●

◆

●
●

●

●

０

，

９
？

●
●

０
●

●

や,品

9μL

予BR
約る

覆跡碓生券 i テ キ

どんじん1†がる!



匠 致 柱 もの(kトミき中う9.}子、tヽんtれ豆ダ

ち 4丁

180眈

文本主のたてかれlttll

イち

(30伽

事

。攻柱 1こ者L
5

ｐ

ｌ

ら伽

御

1809h

奪げ う
｀

「第交し、J
羽わなぎと同ごく

風いラ負くな乙代導 Q空
、ゝ

州
町
デ

ロ

将と貫つなごと覧

4ヨド裳津資奪セ

Arこラモ
'xtち

抑 ↓
“
石鎌

T貴て
｀
8千ホ

◆― ‐十

◆

‐

■

・

◆
一 ェ

… … …

莞庄`翻午業

-7

薯在 う`名い



ヒ

竹じぅし発留ぁる|こ は、

沢雖ぎ毛来線ぜ
(ゐ勅 l交 、ホームセンダー、金物乙さんど)

らくらくノ＼ッカーと

ｎ
ｌ

ｌ 竹

ハ、、′サー

揃に
み (ギ′

l'1'ユ
r,ヾら、

回可

鉄来上ち
シッカリ〃

__ュコ__.′ .,‐′

庭 本の本囲 もヽt

となで
｀

らてらく
彎ゝ`

子試どきつ`ん

祥 んだあと

妻とに
口奪

こ√ムh>年モ

籍がます
｀ ■ャ .

40-



苗 の 植 え か た

(定琳直の しかた )

野采の薔編
まず久口の 蒲 多佐B毬・取呪織弩芽警じi

①雌 たとし、 ‡ど、
く、売奪

よう子二狼斃

ゝ ゆ tiめ入魏 。
|   ′

土毛逸し
コツフ

°らくらくう

次に、ポ外僣薔t稗つとす

植 えつ与する

に上考棄し、

立

厄)作,ポリガ花や,

土砲紳ヵヽく

～
刀ろ

/′ ′FK//ィ/rrrrT′ '

、`___メ

り 城

苧

②薔壱刺去
,つ t

珂
体

くり

上の上に、

イ基くすると
ι

上4セオ

韓 ゼ
交さみ

と

柄t

糾 するを

ろ

′
l0んっ釉

４

１

１ ユ|〕

不

-11-

森工ろと上までと



ユず、
弐ナ

①為削ひとまわり熙ば氏帝熟み、

花の篭綿

4色壇の幸4'召肯 「被し立】41午る。

ト

モ

土
の
拡
ん
で
ら
い

だ

の
エ
イ
▲
刀

卜By,
く

イ〔〉屯:,F

〉無こ、ポットぅヽら著与1司際埼

っtする

著し、名どIわり裕助 、

薔4み

'期あ 〈り

在っぷ均翼くヤ4
ゼコ体tず i

サ
腕

電
、

r,通T

（

´

兼 撼ヴ生肥

1兎▼

`上

ぬ欠

2-3朗ち

てのち撤 れの尊み毛務ら逸 っ
在

瀞 ヒ

ん塚′
,71ぐ 争

7

__―十-12-一―一と



種 の 袋
ていしょく

え種

＼ノ面ネ兵て
、

稗方

Ч韓

協まさ(ちや技
→すじ竜ひいて,34あ上1と

ノヾラノヾラと種毛訣くこと。

‐わヽ t生 い

士ヒ歳月巴*汁工通珀など翻戦しして″豹 Ⅸ減 t薇 馬架靖

右轄撤弊衿権キ加紫D拗警 職 蹂 翻 叫

早生→早く育っ

B免生→じっく勾岳
分 (て

わ て

泳ま奪
→姦地押 tこ種毛ユくこと
,ま こ

→箱に土屯輝護毛まくこと

箱よき

辟7ト
下

‐　
　
　
Ｉ

十

13-



～裏面 ミニ辞 典

→毬数配にれえつt捧土

林弱→枠本糸ぬ弱

ヽ

ｌ

Ｆ

，醍
題

ば一鵜
杓

働
操

一
うノ
　
　
↑

ゝ

導

畿

ヽ

＼

メ綱
/´

トン井,レ
矛

→げ引殊院、勤上I拳ぐと→じとり踏じざトンカ球傑7駐うこと

|
/

ぃれ】i´ √ざ   にlRん だ
｀

テ本I{ ユ本笠花 ,|:,H,:31、

て ん

tしとうなど。|

占よき′,tヽ 臣 4密 |れ

なぃ本ネt→すじの上に点くと

F雹1砲ヅ

"す

てユくこと。 綿 こと 琴 波
う

一
ヂ
五

み

Ｆ

…

イ

オ

‥

ｔ

ｒ

‐

‥

ヽ

，

貌肥
坤櫂屯

矩4矛ォす時:こ ん押 *十

繭中↓ユばらユくなどtて、逸か」たす爵巴狩
イヽォ ど′

イ4-



ひ とつ知れ ば、ひ とつ楽 にな る

質デロRコ ーす一

Q.堆l巴竜ιっか9純みと湮勢昔み雪採もあると露いたデ 弁
｀`

D

野辛tユ rぅて、導l子 1こ )こ教的な端のもありま奪D

哄田:二 多住艇 そ黎 込んだ
｀
itっ↑勾上づ

'(ど

,Tれば
｀
、下め表の様な

閉予酪ぞ`、市てられよ丁D

T難朝巴落Xヤtる と

ねご.にんにく.Iミら.和、
小私ネⅢみっば、せり、例式ち<

も等どきろ

莞痒撥(水素、よ奪辛.テガ疵、

島柔)、ァづ箋阜衣ィ後、分ボ、人分、
稗べち、レタスt交″り_しそ

1希 しヽ人上

あtす

“
方が複ぃ

窮状上あ辟ぶ故と、き∵う).1、たlγんヱ、辞げ短腺ヱ)

ろ弁レ`大上

あlTF宮が夕くぃ

なす費(な丁、ぜ―マン、彪孝子R

ししヒう、トマト、じむが子)、ユボう、

みんど)豆 _メロント手つヽ`
―ラ予

-15-一 一



Q.輸静 枚い幸耳ス勾方)去が
‐
滉▲tf〔 務立て下れ 6ヽ

み対の蔵ントは、①幸
"ヾ
樋帝ゐセ育商にみる。

②ェ友七生えてこなぃ様に、耳災る。
この2つ 4あ＼さえろと、く

｀
ちと tミ

′よ`今よT。

ひげ
｀
核の準

又スメヽデカダじラ
なづい

義く上ざとけT落。

伏酢 紳 ,ゝヽ
幸が 生汝 ぎた時 卜1よ ■ ネリ燕 ←熟 〕モ

挙

上の表面上tTTち FIすよ 衝 辛 tミ 予ネ荘:終う。

〔  ヤ   ヽ

こ(V

Y  サ    ｀

イ

ヤ

やti
r

1lt

W

r

▼

T
Y

<

二差淀 笠えてこ/か` い 不7く っこ房1↓

率取 勺うな

と本フく(減う潮浮

故

′ダン∬
など

｀
…

サ

1

鉾 t

2セ芳以上

核 砲切孔

tて、

とホゼもう、

生えてきません!

土中2セサ(ュご

狩距ttをと、

ゃぎ,余幸で'

らくらく

力́ゝ ち

V

fr

46

リホ…



Q欠日の上が回く、柔症勃我ご、/ょ`れ`なっ`たここセません。

ユづくり為でると、上,ヾ系らおく

かっ＼′3、ゎ＼fミ なり、たtぐ Tく御ます。

上づく守ttt i、 4サ千t盪2梅方)あたり、
>rと肥J項灰上、〒き込み工T,

主史 1交、1守あ灸03
多佐亀巴2塀 だヽ 。ち 不ネ号稔乳<

孝

をマt■ 下さしヽo

う

(´

′
′

微 勁 わヽ
イ
″

ドあ」
おん

窮ヽ分

Q,畷とこ〆ょヽるょ羊朔ぐ∵ボ とれるわRと齢 Ⅲ姜芽しド復バ芳tょ ?

方のレ>と°「
'貫

壕|すの糸のう子り方」竜、頂む
,、
お羽忘卜い。

特〔二、すスのととゴ1う旨:す |■ _rュろぜすスの弁1身 :」ラ忽覧ぜ奪。

黎一今tと とホ奪ご
工
たa寺停ば、

芝とをTて
｀
1系惹子.ワ群系の

會ごの20%が乏ご〉茨げどす。
)髭1依しして、粕を中、
半

`匂

'キ

p考 乏呼.ォあ井守巧年
などrr、 入ラと研塾!

Eレ位爵巴

た7ら鞠め上

魏電勃らtょう彰力!l

才甲し盈
伊辺触歩∂0

古■|り

すスみげ
と

痢の五

-17-



の作
'オ

叛げる努孝
ろOo与 (照らtヽ

●

●

●ヽ

苺 守ち r

ろ不

きくれ
痺 み解どヽ

角菜なら
1/8

いうん/か` 9f孝主酢榛な
ぼ助,た 、入本を4ゞとす9

′
　
′
）

観っヽと恥ｔヾ
糸

ひ，イ
ユ
ゑ

＼
一
′戎

ナ

一
スの とぽ.り

11ト

す でヽt,ど
塚泌歯じヽて、ギIッセuょると、スち

砕
笠

フレ＼ソンュ冷

泳 の角っi微:の

/

ユ (`ノ

~ノ D

l霧

・

う我デ衆ケすの茉
ら

臼衆塩
プ
lく

ひ

囃

さじ生

天さげ0～1

倣 輸囲 |

なら、

o第渤潟学子
″粂η〕畏奪
O等
θ君曽など・

/ ―
/｀ ャ/｀ ツ/｀

う我なtすひ
多

ン

／

ヽ
　
Ｖ

ひとくち丈(こ切ろ

18~



森産業‐配翔舞 らくらく園芸シリーズ

あなたを草取りから解放する「敷きつめ堆肥」

草を抑え、土を肥や し、病気を「,百 ぐ、画期的なお徳用雄肥

(袋裏の説明イラス ト)

お庭に、畑に、通路に敷けば、とつても美しい !

河村式 !省カ

ヽ
・
　

一
一　

　

卜
ィ́

、1,,rl

,

数をつめ堆足は、事を抑た、とを足やし、病気を防←。(■石
=鳥

)

4日ですAこのとと堆足としても使えとす

攀 鶏

‐ FOPE

権 rづ 毛 2-3“ほ・ 1弱厳

尋孝o4■             t,ス トヽ女,務爵

穀 河村式!数きっめ姓肥。始力衛

圏継騒還μ置覇0

自然の森から学ボ

喀ほ.歌ぉく. 悛

畑はシーズンが終わつたら、漉き込んで、来シーズンの土づくり 1



「草取り知らずの 敷きつめ堆肥」

ができるまで

先人は、稲わらを敷いて土の上に覆いかぶせ (=マルチング)、 革を抑えてきました。そこ

で、我が家では長年、その稲わらの代わりに、落ち葉や芝生を刈 り取つた草を、畑の通路や、

ナス・ トマ ト・胡瓜の根元に敷いて、草を抑えてきました。しかしこれは、大変有効な方法

ではあるものの、落ち葉のある人、落ち葉のある季節、芝刈 りの車のある場合に限定され、

万人向きではありません。

そこで、だれでも手に入る堆肥を畑や通路に敷いて、実験をしてみました。厚さは 2ヤ ンチ

ほどです。すると、ほとんど草が生えてこなかつただけではなく、なんとなんと、ナスや ト

マト、シシトウなどが今までと違って、驚くほど立派に育ち、なおかつ、遅くまで数多く収

穫できました。草取り知らずで、多収穫、狭い畑でも収量が増える。家庭菜園に最適です。

さて、そんなことを考えていた時、森さんと雑談の機会がありました。イ畑や通路に敷きつ

める、安い堆肥はできないだろうか。分解が遅い、少々粗目の堆肥が良いと思うのだけど」

と聞いてみると、森さんから「やつてみましょう」との力強いお返事とかくして(画期的な

「草取り知らずの敷きつめ堆肥」の誕生となりました。本当に、森さんのお人柄に感謝です。

I

「敷きつめ堆肥」は、早い話が、まずはマルチングをして草を抑え、さらに歩スや トマ トな
:    |

どの収量をアップさせてくれる。畑や通路ばかりではなく、花壇の革も抑え、花も爛漫。作

物の根元に敷けば、千ばつにも強く、水やりもほとんどしなくてよい。これは、森や山が落

ち葉の腐葉上で車も生えず、水やりしなくても、肥料をまかなくても、病気にもならずに立

派に育っているように、自然の理なんですね。山や森は、落ち葉の堆肥でマルチングされて

いるのです。

しかも、「敷きつめ堆肥」は、それで終わりではなく、畑に数いたものは、収穫が終わつた

後、土に漉き込んで、来年の上づくりができるので一石二鳥。どつちみち堆肥は入れるのだ

から、予算は同じ。しかし、なんと言つても、草取りから解放されたのが、家族全員の笑顔

です。                                   ・

f″f措 垂夫



森産業‐尾瑠男 らくらく園芸シリーズ

有機肥料 花も野菜も「花咲か燐さん」
立派な花が、立派な実をつ |する。
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森産業‐記潮男 らくらく園芸シリーズ

「河材 さたの車取 り鎌」
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動固「らくらく園芸」
FOREX森産業の本―ムベージで見られます !

http://w‖ w.forex― mori.com/collabo/1ndex.html

/＼  ―  〕 t

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(8)

(9)

(10)

(11)

(12)

(13)

(14)

(15)

(16)

(17)

純粋蛙肥 。ばらまき

らくらくトマト作り 生ニラごま油

青菜の種まき 可ヽ松菜のお漬物

宿根草の植え方 自家製浅漬けの素

らくらく早取リ ナスの塩水もみ

秋の土づくり 野菜の蒸し料理

冬園い ジップく―袋で自菜キムチ

らくらくおせち シクラメン育て方

森社長と対談 土づくり・堆躍を語る

スペシヤル 通夫の暮らし 香夏秋冬

病気に負けない土づくり ふきのとう

野菜の病気・若プキのさつと煮

トマ ト・ナスの育て方、三ラ玉丼

キュウリの育て方、植え方、中華渡け

今、種蒔きできる野菜 薬味そうめん

軍取りのコッ グランドカ′〔― 素焼料理

河村家の家庭菜国 家族そろつて収穫祭

睦≦全≦里ヨr検索!

秋の漬物スペシヤ)レ 玄米濱け 自栞漬け

秋のお庭のお手入れ 千枚漬けの漬け方

京都の家庭菜園 伊違巻の作り方

森社長と対談 男の思いを語る

連作障害の防ぎ方 畳方式の作付け計画

敷きつめ堆肥 鋸の使い方 つくしの卵とし

トマトの育て方 金槌の使い方 桜の花の塩漬け

キュウリの育て方 ドライ′て一の使い方 ガリの作り方

早臥り知らずの敷きつめ堆肥 革取り珠 梅漬け

敗きつめ堆肥 2玉葱ホー マス子の醤油漬け

ベジタプルガーデン 手ぼうき 柴療け

家庭菜国の収穫法 トマト・人参ジュース

家庭菜園秋の手入れ 剪定ばさみ イカの塩辛

親子夏休み工作教室 通夫の暮らしスライドシヨー

落ち葉の利用法 熊手の使い方 豚の角煮

対談～森産業株式会社～工場見学

対談その 2～森産業株式会社～工場見学

(18)

(19〉

(20)

(21)

(22)

(23)

(24)

(25)

(26)

(27)

(28)

(29)

(30)

(31)

(32)

(33)

(34)

ラジオ 出演番組
北海道STVラジオ 日躍楽楽生ワイ ド

サンデー」日l醒ひる12時～

食国ネッ醐  月曜
～
a窪 2016年 3月現在

河村通夫の大自然まるか じリライフ

蕎森放速  (11:25～ 11:35)
:  

秋田放送  (12:00～ 12:10)

岩手放送  (16:40～ 16:50)

出形放送  (12:30～ 12:40)

(宮1崩)東北放送  (16:10～司6:20)

ラジオ福島 (9:30～ 9:40)

(長野 )

(富出)

(石川)

(厨l出 )

(広島)

(愛媛 )

(福岡)

新潟放送

信越放送

出梨放送

静岡放送

と支阜放送

北日本放送

北l至放送

福井放送

K8S受員著B

出陽放送

中国放送

出□放送

南海放送

高知放送

RK8写日

宮崎放送

熊本放送

(12:14～12:23)

(13150～ 14:∞ )

(6:30～ 6:40)

(12:25-12:35)

( 6:35- 6:45)

(11:50～ 12:00)

(6:35～ 6:45)

(6:30～ 6:40)

(6:05～ 6:15)

(10: ¬5-10: 25)

( 5:15- 5:25)

(11:25～ 11:弱 )

(16:30～ 16:40)

(12:40～ 12:50)

(15:30～ 15:40)

(6:40～ 6:50)

( 6:30- 6:40)




